
「JICE　REPORT」は、2002年に創刊され、JICEの業務の成果を技術情報として広く一般に紹介するため、年2

回（7月・12月）発刊しています。

第13号（2008年）からは、日本の国土に目を向け、厳しい自然条件を表す表紙を作成してきました。今号の25号

より、「インフラの昔と今そして未来」として刷新を図っています。

以下に2008年～2013年に発刊した第13号～第24号の表紙を総集しました。

第13号：地震震央分布 第14号：台風 第15号：降雨強度

1984年から2006年にかけて日本付
近で発生した地震の震央分布（Ｍ5.0以
上）を示したものです。我が国の国土面
積は全世界の陸地面積の0.25％であるに
もかかわらず、世界中の地震の10％程度
が我が国とその周辺で発生しています。

1989年から2008年にかけて、日本付
近に接近又は上陸し、我が国に大きな被
害をもたらした58個の台風の経路を示し
たものです。なかでも太線は、2004年
10月の台風23号で、死者・行方不明者
計98名、住宅の全壊・半壊・一部損壊計
21,350棟の大被害をもたらしました。

オレンジ色の50～80ミリの降雨強度
は、気象庁の予報用語では「非常に激し
い雨」と定義されており、滝のように降
る状態です。都市部では、地下街などに
雨水が流れ込む恐れがあります。日本
は、ロンドンやパリと比べて非常に強い
雨が降ることがわかります。

第16号：地震発生確率 第17号：地殻変動
第18号：積雪寒冷特別地域

     最深積雪量

茶色で示す地域は、今後30年以内に震度
6弱以上の甚大な被害をもたらす大きな
揺れに見舞われる確率が極めて高い地域
です。日本では、地震の少ない欧米諸国
と比べて、海洋型の巨大地震や内陸型の
直下地震による大きな揺れに対して十分
に備える必要があります。

赤い矢印（→）は、日本列島の10年間の
地殻変動の変動ベクトル（移動距離と方
向）長さを1年間の平均値で示したもの
です。日本列島は、太平洋と大陸の双方
のプレートに押されて縮むという厳しい
状況にあり、海岸浸食や海面上昇のリス
クに対する国土の保全が重要です。

冬の間に最も積った高さ「最深積雪量」
と、昨冬に降った雪を積み重ねた量「累
積降雪量」を示したものです。冬の西高
東低型気圧配置により、日本海側に降雪
が集中するとともに、国土の６割が「積
雪寒冷特別地域」が指定されるという厳
しい自然環境で暮らしています。
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北端：択捉島カモイワッカ岬
北緯45度33分28秒
東経148度45分14秒

西端：与那国島西崎
北緯24度26分58秒
東経122度56分01秒

南端：沖ノ鳥島
北緯20度25分31秒
東経136度04分11秒

東端：南鳥島
北緯24度16分59秒
東経153度59分11秒

　今号は、｢日本付近の地震活動｣です。日本付近では、地震がたくさん発

生しています。表紙には、1984年から2006年にかけての日本付近で発生し

た地震の震央分布（マグニチュード5.0以上）を示しています。日本の国土

面積が全世界の陸地面積の0.25％であるにもかかわらず、世界中の地震の

10％程度が日本とその周辺で発生しています。

　また、陸地のうち黄色に塗られているのは標高500ｍ以上の山地です。日

本列島は背骨のような山脈が連なっており、太平洋側と日本海側に分かれ

ているのがわかります。

　地震や山脈が我が国の国民の暮らし、交通網の整備等に大きな影響を

与えています。

出典 ： 地震の震央データ〈1984年から2006年〉（自然科学研究機構 国立天文台）

　　  （経度及び緯度については世界測地系〈国土地理院〉）

　今号は、｢日本付近の地震活動｣です。日本付近では、地震がたくさん発

生しています。表紙には、1984年から2006年にかけての日本付近で発生し

た地震の震央分布（マグニチュード5．0以上）を示しています。

　日本の国土面積が全世界の陸地面積の0.25％であるにもかかわらず、世

界中の地震の10％程度が日本とその周辺で発生しています。地震は、我が

国の国民の暮らし、交通網の整備等に大きな影響を与えています。

出典 ： 地震の震央データ〈1984年から2006年〉（自然科学研究機構 国立天文台）

　　  （経度及び緯度については世界測地系〈国土地理院〉）

MSA-QS-66
JIS Q 9001-2000（ISO 9001：2000）
認証取得1998/6/17　更新2007/6/20

海外の降雨強度

ニューヨーク
45.7

パリ
38.2

ロンドン
22.5ソウル 74.8

プサン 70.3

デーグ 53.1テジョン 67.8

インチョン 66.0
カンヌン 45.0

クワンジュ 57.0

降雨強度 (mm/hr)

30.0 未満

30.0以上～50.0未満

50.0以上～80.0未満

80.0 以上

「降雨強度」とは、降雨の１時間当たりの
強さを表す指標です。ここで示している
のは、中小河川や都市部の下水道を計画
する際に対象とする降雨強度で、統計的
に10年に1度発生するものです。東京は
ロンドンと比較して約2.5倍の豪雨に対
応する洪水対策が必要です。
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北端：択捉島カモイワッカ岬
北緯45度33分28秒
東経148度45分14秒

西端：与那国島西崎
北緯24度26分58秒
東経122度56分01秒

南端：沖ノ鳥島
北緯20度25分31秒
東経136度04分11秒

東端：南鳥島
北緯24度16分59秒
東経153度59分11秒
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第19号：推定津波高さと地盤沈下
（東日本大震災）

第20号：日本列島の地質 第21号：海底地形

東日本大震災において甚大な被害をもた
らした津波の「推定津波高さ」と地殻変
動による「地盤沈下」を示したもので
す。過去の歴史をみても我が国は繰り返
し大きな災害にあっていますが、このよ
うな広域にわたっての被災を受けた経験
は近代史上まず例がありません。

わが国の地層は、地殻変動によって様々
な組成・年代の地質・地盤により構成さ
れており、断層や割れ目が発達する自然
災害に対し脆弱な国土の一因となってい
ます。これに対し、イギリスは氷河に
よって削剥された単調な安定した大陸地
塊となっています。

日本近海の海底地形を示しています。わ
が国をとりまく４つの海洋プレートはせ
めぎあっており、プレートが潜り込む場
所が海溝となっています。この海溝から
みると１万メートル級の大山脈がそびえ
たつダイナミックな地形が海底に形成さ
れています。

第22号：領海 第23号：非可住地 第24号：液状化

日本の「領海」や資源の開発等に係る主
導的権利が認められている「排他的経済
水域」等について示しています。平成
24年4月に国連の大陸棚限界委員会によ
り、新たに沖ノ鳥島の北方などが日本の
大陸棚として認められ、海底資源の採掘
権を主張できる範囲が広がりました。

居住に不向きな「非可住地」（標高500
ｍ以上の土地及び森林、湿地等）と、そ
れ以外の「可住地」について、日本とイ
ギリス、フランス、ドイツとの比較を示
しています。国土の面積はイギリスの
1.5倍でも、可住地面積はイギリスの半
分の広さとなります。

過去(745～2008年)の地震による液状
化履歴地点と地域メッシュ人口を示して
います。平地の少ないわが国では、液状
化現象が発生しやすい海や川の近くに人
口が集中しており、総国土面積の1.7％
にすぎない地域メッシュ人口総数4,000
人以上のところで31.3％の液状化現象が
発生しています。

←最大津波（39.1m）を観測した
　宮古市姉吉漁港海岸地区
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　今号の表紙は、日本近海の海底地形を表しています。

　海底には陸上と同じように、山や谷などの地形（海底地形）が存在します。

大きく区分すると、水深5,000ｍ前後の平坦で盆地状の「海盆底」、大洋の

中央部にあり周囲の深海盆底からの高さが2,000～3 ,000ｍもある長大な

海底の山脈の「中央海嶺」、大陸などの周辺にある「大陸縁辺部」で構成

されています。

　わが国をとりまく海には４つの海洋プレートがあります。マントルが地下から

上がってくる場所が海嶺です、海嶺から生まれたプレートがもう一方のプレー

トに潜り込む深い溝が「海溝」です。海溝からみると１万メートル級の大山

脈がそびえているというダイナミックな地形が形成されています。

　海溝に並行して帯状に並ぶ火山の直下には深発地震面が存在しており、

わが国はプレートがせめぎ合う非常に地震がおきやすい場所に位置しています。

　私たちは、このような厳しい自然条件の中で暮らしています。

海底地形データ出典： GEBCO（大洋水深総図）： 

http://www.gebco.net/

海底地形名データ：独立行政法人海洋研究開発機構：　　　　　　　　

http://www.jamstec.go.jp/

MSA-QS-66
JIS Q 9001-2008（ISO 9001：2008）
認証取得1998/6/17  更新2010/6/24
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CM024

                           東京から1000km

                                    東京から2000ｋｍ

南鳥島

沖ノ鳥島

硫黄島

小笠原
群島

竹島

尖閣諸島

与那国島

択捉島

◆領　　　　　海 基線から12海里（約22ｋｍ）の線までの海域 約43万k㎡

◆接　続　水　域 基線から24海里（約44km）の線までの海域(領海を除く) 約32万k㎡

◆排他的経済水域 基線から200海里（約370km）の線までの海域(領海を除く) 約405万k㎡

◆大 　  陸 　  棚 基線から200海里（約370km）線までの海域(領海を除く)
 ※ ただし、地理的条件等によっては海洋法条約の規定に従い延長が可能　
 ※  図示部分は2012年4月の国連大陸棚限界委員会の採択により新たに日本の大陸棚
  として認定された海域（約31万k㎡）  

※基線：海岸の低潮線、湾口もしくは湾内等に引かれる直線
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　今号の表紙は、日本の「領海」や資源の開発等に係る主権的権利が認

められている「排他的経済水域」等について示しています。

　「国連海洋法条約」により、海は自由に航行することができる「公海」、日

本の主権が及ぶ「領海」（基線※１から12海里※２（約22ｋｍ））、密輸や不法

入国の防止等のために必要な規制を定めることができる「接続水域」（基

線から24海里（約44km））、魚などの水産資源石油やガス、鉱物などの資

源を日本の支配下におくことができる「排他的経済水域」（基線から200海

里（約370km））（EEZ）の４つに分けられています。

　また、天然資源の開発等に係る主権的権利が認められている「大陸棚」

は、基線から200海里（約370km）の海底及びその下ですが、地理的条件

等によっては海洋法条約の規定に従い延長することができます。平成24年4

月に国連の大陸棚限界委員会により日本の最南端の沖ノ鳥島の北方など

太平洋の４海域約31万平方キロメートルを新たに日本の大陸棚として認め

る勧告が採択され、海底資源の採掘権を主張できる範囲が広がりました。

　陸地の国土の面積は約38万平方kmで、世界第60位の大きさですが、

日本列島の島々の海岸線から始まる日本の領海や排他的経済水域の面

積は約447万平方kmあり、世界第６位の広さなのです。

　このように海に囲まれたわが国では、わが国をとりまく海にも目を向けて行く

必要があります。

※１ 領海及び接続水域に関する法律政令において、基準となる海岸線を「基線」として定めてい
　　 ます。
※２ 海里とは、主に航海や航空で使う距離の単位です。赤道の長さ（約４万km）から計算された
　　 単位で、１海里＝1852メートルです。

MSA-QS-66
JIS Q 9001-2008（ISO 9001：2008）
認証取得1998/6/17  更新2010/6/24

22

CM024

国名順位

1

2

3

4

5

6

領海と排他的経済水域を
　合わせた海域の面積 国土面積

アメリカ

オーストラリア

インドネシア

ニュージーランド

カナダ

日本

762万平方km 963万平方km（3位）

769万平方km（6位）

190万平方km（15位）

27万平方km（73位）

998万平方km（2位）

38万平方km（60位）

701万平方km

541万平方km

483万平方km

470万平方km

447万平方km

国土面積の0.8倍

国土面積の0.9倍

国土面積の2.9倍

国土面積の17.9倍

国土面積の0.5倍

国土面積の11.8倍

出典)各国の海域面積は、アメリカ国防省LIMITS IN THE SEAS, Theoretical Areal Allocations of Seabed to Coastal States
　　 日本の海域面積は、海上保安庁ホームページ、各国の国土面積は総務省統計局｢世界の統計2009」より 

海域の面積
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第19号から第24号の主な記事を掲載しました。バックナンバーについてはJICEホームページにて、公開しています

ので是非、ご覧下さい。（http:www.jice.or.jp）

号 記事

第
24
号

記念講演 社会資本にまつわる7つの誤解・曲解・無理解　大石久和氏

特別講演
ランドスケープの方法ー土木家への提案ー　東京農業大学　名誉教授　進士五十八氏

社会基盤の維持管理　前国土交通省国土技術政策総合研究所長　上総周平氏

研究報告

防災の主流化へ向けた防災投資効果の評価手法の提案

「伊豆版くしの歯作戦」伊豆地域における道路啓開基本方針の検討

災害時・緊急時に対応した避難経路・避難場所のバリアフリー化に関する研究

建設分野における技術研究開発の現状と方向に関する研究

トッピクス 土木広報アクションプランー「伝える」から「伝わる」への紹介ー

第
23
号

第5回　研究顧問座談会 
「 これからの国土と社会資本を語る」ー荒廃する日本にならないためにはどうすればいいかー　
坂村　健氏　生源寺眞一氏　三木千壽氏　宮川豊章氏　大石久和氏

研究報告 

東日本大震災における河川堤防の被災形態の特徴

道路構造基準の条例化における傾向及び特徴について

集約型都市構造構築に向けた目標設定に関する研究

監督・検査業務における品質確保の取り組み

トピックス 東日本大震災から2年が経過した被災地の状況ー東北3市での調査報告ー

寄稿 新しい中学社会科教科書が描く国土教育の未来ー「失われた10年」を取り戻す、新しい地理教科書への期待ー

第
22
号

第26回　
技術研究発表会　特別講演

「シナリオデザインのすすめ」　京都大学大学院　教授　宮川豊章氏

国土政策研究所　講演会
「公共調達の研究　健全な競争環境の創造に向けて　なぜ、世界に例をみない制度になったのか」
愛媛大学防災情報研究センター　教授　木下誠也氏

研究報告

東日本大震災の教訓と災害に強い国土づくり

空き家の現状と対応方策の検討

公共建設工事の事故発生の傾向と事故要因の分析

トピックス 防災の主流化について

第
21
号

第4回　研究顧問座談会 
「 これからの国土と社会資本を語る」－大災害頻発国に暮らす覚悟－
坂村　健氏　生源寺眞一氏　三木千壽氏　宮川豊章氏　大石久和氏

研究報告 

堤防の信頼性評価について

「東京ユビキタス計画」における取組と平成23年度実証実験について

多様な利用者に配慮したトイレの整備方策に関する調査研究

トピックス 

大規模水害に対するリスク評価について

道路構造令の改正と条例化の動きについて

東日本大震災から1年を経過した被災地の状況ー東北3市での調査報告ー

国際交流・海外調査報告 韓国の建設技術者制度について

第
20
号

第25回　
技術研究発表会　特別講演

「震災復興とユビキタス」　東京大学大学院　教授　坂村　健氏

国土政策研究所　講演会 有料道路におけるPPP（官民連携）ーその歴史・制度と今後の展望ー　愛知工業大学客員教授　金井道夫氏

研究報告 

東日本大震災を踏まえた河川管理施設の地震・津波対策について

道路交通円滑化のための課題路線の抽出及び評価手法について

都市の脆弱性の把握とその対応方策のあり方に関する検討調査

トピックス 流出解析システム改良の概要

寄稿 アメリカの地理・歴史教科書の検証と国土教育（後編）～日米「地理」教科書比較と内村鑑三『地人論』～

第
19
号

第3回　研究顧問座談会 
「 これからの国土と社会資本を語る」－連携と参加－
坂村　健氏　生源寺眞一氏　三木千壽氏　宮川豊章氏　大石久和氏

国土政策研究所　講演会 「公共事業とメディア」　ジャーナリスト　木戸健介氏

研究報告 

欧米諸国における治水事業実施システム

道の駅の機能に関する研究

海外における都市再生財源の調達手法についての研究（自主研究）

英国における建設工事の安全施策に関する調査

トピックス 
「東日本大震災復興計画情報ポータルサイト」の開設

都市トンネル技術の現状と技術開発
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